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備考 感染性胃腸炎

施設区分 保育所 高齢者・障害者入所施設 医療機関
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感染性胃腸炎（ロタウイルス）

0

無菌性髄膜炎 定点設定なし
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クラミジア肺炎（オウム病は除く） 定点設定なし

＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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【 定点把握対象疾患 】
• インフルエンザは前週より低め横ばいです。

• 新型コロナウイルス感染症は前週より減少しました。
※14週以降は定点医療機関指定の変更手続きに伴い、暫定的に

インフルエンザ／COVID-19定点は２、小児科定点は１となります。

【 集団発生情報 】

新たな集団発生の報告はありません。

【 感染症コラム ～動物由来感染症～ 】
動物から人間へうつる感染症のことで「人獣共通感

染症」とも言われます。感染源になる動物は、ペット、

家畜、野生動物、展示動物など様々です。動物由来感

染症から身を守るために予防に関する正しい知識を

持ちましょう。

• 口移しでエサを与えたり、スプーンや箸の共用はし

ない

• 動物を布団に入れて寝ることは濃厚な接触となる

ため注意する

• 動物に触った後、砂場や公園で遊んだ後は必ず手

洗い等を行う

• 糞尿は速やかに処理し、動物の身の回りは清潔にす

る

• 室内で鳥を飼育する時は換気を心がける

• 野生動物の家庭での飼育や野外での接触は避ける

• 自身の体調、ペットの健康状態に注意し、不調があ

れば、早めに受診する

感
染
症
情
報
↓

性
感
染
症
検
査
↓


